
科学へジャンプ・イン・岐阜 2016 報告書  自主開催 

― JUMP TO SCIENCE in GIFU 2016 Report ― 
ああ 

概要 

日程：平成 28年 11月 19日(土)10時～15時 30分 

会場：岐阜県立岐阜盲学校 

対象：視覚障害のある小学校 3年生以上の小中高生で、

科学に興味を持ち、当日のイベントに参加可能な

児童・生徒 

参加者：19名 

保護者・付添い者：16名 

外部講師:２名 

見学者：23名 

スタッフ：55名 

主催：科学へジャンプ・イン・岐阜実行委員会 

後援：岐阜県教育委員会 中部地区盲学校長会 

 
 

プログラム 
9:30～10:00 受付 

10:00～10:20 開会の集い 

10:30～12:00 〈ワークショップⅠ〉 

・・サメのふしぎ 

・・自分で気体を発生させ、体全体で、気体の性質を実感 

しよう! 

・・目指せ化石ハンター 貝化石を発掘しよう！ 

・・骨は語る 

・・巨大電磁石で磁場を触ろう 

〈保護者向け企画〉グループごとにワークショップ見学 

12:00～13:20 昼食・交流会 

13:30～15:00 〈ワークショップⅡ〉 

・・サメのふしぎ 

・・自分で気体を発生させ、体全体で、気体の性質を実感 

しよう! 

・・目指せ化石ハンター貝化石を発掘しよう！ 

・・「カキの実」博士になろう 

・・『アイスクリーム』と『アイ・スクリーム』 

〈保護者向け企画〉 講演会・情報交換会 

15:00～15:30 閉会の集い 

 

内 容 
 ７つのワークショップがあり、児童・生徒は午
前と午後でひとり２種類のワークショップを体
験できました。保護者企画では、午前にワークシ
ョップの見学、午後に「視覚障害者生活情報セン
ターぎふ」の館長を講師として招き、情報交換会
を行いました。 

 
「サメのふしぎ」      「自分で気体を発生させ、体全体で、 「目指せ化石ハンター貝化石を  「骨は語る」 
     講師：横山    気体の性質を実感しよう!」講師：矢島、東海 発見しよう！」講師：犬塚       講師：鳥山 

あ 
「巨大電磁石で磁場を触ろう」 「「カキの実」博士になろう」  「『アイスクリーム』と『アイ・   「交流会」 

  講師：児玉           講師：鳥山    スクリーム』」  講師：小出 

 
 

参加した児童生徒の感想 
 

 また、サメのはをみたいです。また、いきたいです。 
 化石のかいがらをほるやつをもっとやりたかったです。アイスも家でまた作ってみたいです。 
 運動場で走りたい。いろいろな所にしかくしょうがい者がいることが分かりました。 
 磁石の性質や磁石を作ってみたい。 
 全盲の友達が、先生の説明がわかりづらかったそうです。どんな視力の子でも楽しめるようにしてほしい。 
 事前に、やる勉強を知りたい（選びたい）。 

 
参加した保護者の感想 

 
 小学 2年生で参加しました。来年も再来年も引き続き、参加したいです。 
 子どもの楽しそうな姿を見て、参加してよかったと思います。普段なかなか触れない骨やサメ、化石などに十

分に触れさせてもらえ、いろいろと感じたり考えたりできたと思います。 
 自校開催のため、母子ともに安心して臨めた。保護者の名札に盲学校名が記載されていると、より、話しかけ

やすかったのではないか。校舎が寒かった。 


